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し

ょ

う

　

く

ら

も

と

徳
島
・庄

・
蔵
本
遺
跡

所
在
地
　
　
　
一　
徳
島
市
蔵
本
町
二
丁
目
、
二
　
同
蔵
本
町
三
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）

一
一
月
～

一
九
九
七
年
五
月
、

一
一　
二
〇
〇
六
年
四
月
～
七
月

発
掘
機
関
　
　
徳
島
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

調
査
担
当
者
　
一　
中
村
　
豊
、
三
　
中
村
　
豊

・
中
原
　
計

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
軍
事
施
設
跡

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
～
近
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

庄

。
蔵
本
遺
跡
は
、
徳
島
市
中
心
部
の
南
側
、
四
国
山
地
東
北
端
の
眉
山
北

麓
に
位
置
し
、
吉
野
川
水
系
で

最
も
下
流
の
支
流
鮎
喰
川
の
形

成
す
る
三
角
州
性
扇
状
地

（デ

ル
タ
フ
ア
し

上
に
立
地
す
る
。

弥
生
時
代
前
期
の
環
濠
集
落
を

中
心
と
し
、
縄
文
時
代
か
ら
現

動

代
ま
で
の
遺
構
が
重
複
す
る
複

徳

合
遺
跡
で
あ
る
。

縄
文
時
代
後
期
後
葉
ご
ろ
か

ら
活
動
の
痕
跡
を
確
認
で
き
、
弥
生
時
代
前
期
末

。
中
期
初
頭
ご
ろ
ま
で
は
、

鮎
喰
川
旧
河
道
か
ら
の
洪
水
を
受
け
る
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期

を
境
に
、　
一
五
世
紀
ご
ろ
ま
で
安
定
化
し
、
土
壌
層
を
形
成
し
て
い
る
。
中
世

後
葉

。
近
世
初
頭
ご
ろ
か
ら
再
び
不
安
定
と
な
り
、
排
水
不
良
の
グ
ラ
イ
粘
土

層
を
耕
作
土
と
す
る
水
田
を
営
ん
で
い
る
。
明
治
初
期
の
水
田
層
を
確
認
で
き

る
が
、
そ
こ
へ
盛
り
土
を
施
し
て
、
造
成
を
行
な
っ
て
い
る
。
造
成
後
に
新
し

く
営
ま
れ
た
の
が
、
帝
国
陸
軍
第

一
一
師
団
歩
兵
第
四
三
連
隊
の
駐
屯
地

（
一

九
一
一五
～
一
九
四
五
）
で
あ
る
。
付
近

一
帯
が
接
収
さ
れ
、
射
撃
場

・
練
兵
場

・

兵
営

・
陸
軍
墓
地
か
ら
な
る
大
規
模
な
軍
事
施
設
を
形
成
し
て
い
た
。
発
掘
調

査
や
工
事
立
会
な
ど
で
は
、
し
ば
し
ば
兵
舎
の
レ
ン
ガ
基
礎
や

「た
こ
つ
ぼ
」

な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
遺
跡
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
弥
生
時
代

で
あ
る
た
め
、
戦
跡
遺
構
の
調
査
は
十
分
に
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

駐
屯
地
は
戦
後
、
県
と
国
に
分
割
さ
れ
、
兵
営
部
分
が
新
制
徳
島
大
学
医
学
部

と
な
っ
た
。

第

一
五
次
調
査
は
医
学
部
共
同
溝
地
点
で
実
施
し
た
も
の
で
、
二
重
の
溝
に

囲
ま
れ
た
弥
生
時
代
前
期
前
半
の
環
濠
集
落
を
検
出
し
、
江
戸
時
代

。
近
代
の

遺
構
も
確
認
し
た
。
第

一
九
次
調
査
は
医
学
系
総
合
実
験
研
究
棟
Ⅱ
期
改
修
地

点
で
実
施
し
た
も
の
で
、
弥
生
時
代
前
期
の
水
田
な
ど
が
検
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
攪
乱
土
坑
よ
り
戦
跡
関
連
遺
物
が
出
土
し
た
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
は
、
第

一
五
次
調
査
に
お
い
て
攪
乱
土
坑
か
ら
出
土
し

た
一
点
と
第

一
九
次
調
査
に
お
い
て
攪
乱
土
坑
か
ら
出
土
し
た
一
点
、
計
二
点



で
あ
る
。
本
簡
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
近
代
軍
事
施
設
以
外
か
ら
は
出
土
し
て
い

な
い
。

な
お
、
文
字
資
料
と
し
て
は
、　
一
九
八
二
・
人
三
年
度
の
調
査
に
お
い
て
、

一
〇
世
紀
の
墨
書
土
器

（「賀
専
当
」
「加
茂
」
「厨
」
な
ど
）
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
五
次
調
査

ω

　

「
ｏ
予
備
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜斐
］撰
ヽ
常
Ｐ

四
周
を
切
断
し
て
長
方
形
に
仕
上
げ
た
小
型
の
木
簡
で
、
上
部
に
穿
孔
が
あ

る
。
何
ら
か
の
物
品
の
予
備
品
に
付
し
た
付
札
で
あ
ろ
う
。

一
一　
第

一
九
次
調
査

ω

　

「対
空
射
撃
部
隊

岡

部

隊

」
　

　

　

　

　

　

　

　

φ
ヽ
実

Ｐ
ω
反

圏

ｏ
蹴

立
て
札
。
長
さ
三
二
人
血
幅

一
二
六
ｍｍ
厚
さ

一
五
ｍｍ
の
長
方
形
板
の
短
辺
片

側
を
三
角
形
状
に
切
り
、
両
斜
辺
に
傘
状
に
細
長
方
形
の
板
を
釘
付
け
す
る
。

こ
の
札
を
立
て
る
た
め
、
断
面
が

一
辺

一
人
Ｏ
ｍｍ
、
長
さ
が
五
六
〇
ｍ
の
角
材

を
先
端
を
尖
ら
せ
て
背
面
に
あ
て
、
文
字
面
側
か
ら
長
い
釘
で
打
ち
付
け
て
い

る
。
釘
の
余

っ
た
部
分
は
角
材
に
折
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

文
字
は
漆
で
書
か
れ
て
お
り
、
木
質
の
風
化
に
よ
り
現
状
で
は
漆
文
字
部
分

が
浮
き
出
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
終
戦
間
際
の
空
襲
に
備
え
た

対
空
高
射
砲
部
隊
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「撃
」

の

一
部
を
と

っ
た

「喜
」
。
二
行
日
の
読
み
方
は
、

か
不
明
で
あ
る
。

の
字
形
は
、
正
字

「撃
」

「岡
」
部
隊
か

「岡
部
」
隊

（中
村
　
豊

・
定
森
秀
夫
）




